
神話伝説の山里

｢高千穂郷｣通信
平成１５年 ９月号

(宮崎県西臼杵支庁）
ＮＯ.１０

西臼杵では、クリの収穫が始まりました。下のネットに落ちたクリは、ネット上を転が
って一ヶ所に集まるので、簡単に収穫できます。
（日之影町松の木地区の馬崎英明さんのクリ畑。写真右上は「天翔大橋」）

九州で最初に収穫ネットを導入した
馬崎英明さん
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県
で
は
、
子
供
た
ち
に
地
元

の
農
業
や
農
産
物
の
良
さ
を
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
給

食
「
み
や
ざ
き
食
材
の
日
」
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
県
内
の
全
小
中

学
校
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定

で
、
西
臼
杵
管
内
で
は
、
９
月

か
ら

月
に
か
け
て
、
全
て
の

11

小
中
学
校(

校)

で
実
施
し
ま

29

す
。今

回
は
、
地
産
地
消
を
町
づ

く
り
の
指
針
と
位
置
づ
け
て
い

る
五
ヶ
瀬
町
か
ら
、
桑
野
内
小

学
校
の
学
校
給
食
「
み
や
ざ
き

食
材
の
日
」
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

飯干五ヶ瀬町長の話を熱心に聞く生徒と保護者

「みんな地産地消って知っているよね。地元
で生産された食材を地元で消費する＝食べる
ということです。今日の食材は、五ヶ瀬産の
ピーマンとほうれん草。ピーマンは白身魚の
レモン漬、ほうれん草はみそ汁の中に使われ
ています」と地産地消について説明する五ヶ
瀬町農林課の武内係長。

地産地消や食材についてのクイズに答える生徒と保護者たち

この日は、保護者も参加し
て、地取れ野菜がいっぱい
入った学校給食を楽しんだ。

今年度で閉校となる五ヶ瀬町立桑野内小学校
桑野内小学校の最後の生徒となる７人
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地
球
温
暖
化
防
止
は
、

木
材
の
利
用
か
ら
始
め
よ
う

西
臼
杵
地
域
の
林
業
及
び
林
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

西
臼
杵
林
業
振
興
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
西
臼
杵
材
の

販
路
拡
大
等
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
「
木
材
利
用
者
側
か
ら
見
た
林
業
・

林
産
業
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
、
県
木
材
利
用
技
術
セ
ン
タ

ー
の
有
馬
孝
禮
所
長
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

管
内
の
林
業
関
係
者
約

名
は
、
有
馬
所
長
の
熱
弁
に
興
味

90

深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

地
球
環
境
を
守
る
た
め
、

「
木
材
の
利
用
が
地
球
を

守
る
」
を
合
い
言
葉
に
し

て
、
木
材
の
利
用
拡
大
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
石
流
危
険
渓
流
の
緊
急
調
査

ほ
う
が
わ
ち
あ
つ
ま
り
ち
く

今
年
７
月

日
に
熊
本
県
水
俣
市
宝
川
内
集
地
区
で
発
生

20

し
た
土
石
流
災
害
を
踏
ま
え
、
管
内
の
土
石
流
危
険
渓
流
の

緊
急
調
査
（
８
月

日
～

日
）
を
行
い
ま
し
た
。
水
俣
市

19

22

の
災
害
個
所
と
類
似
し
た
渓
流
は
、
管
内
に
は
４
カ
所
（
県

内

カ
所
）
。

24調
査
は
ま
ず
、
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
既
設

砂
防
ダ
ム
の
状
況
を
確
認
し
、
流
域
内
の
荒
廃
状
況
の
確
認

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

上
流
域
に
小
規
模

な
崩
壊
が
見
ら
れ
る

渓
流
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
崩

壊
が
下
流
域
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
を
引
き
続
き

調
査
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
危

険
で
な
く
て
も
今
後

崩
壊
の
恐
れ
の
あ
る

箇
所
を
把
握
す
る
た

め
、
今
後
、
管
内
の

細
か
な
調
査
を
行
う

な
ど
防
災
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

土石流危険渓流の状況

既設砂防ダムの状況

地域住民の方からの聞き取り調査

県木材利用技術センター有馬
所長の講演

［講演の要旨］
森林は、二酸化炭素の吸収源として重要な役割

を果たしています。また、伐採された木材は、製
造に必要なエネルギーが少なく環境に優しい資材
であり、住宅や家具等に利用することで、森林が
吸収した炭素をさらに長期間貯蔵することができ
ます。このようなことから、木を植え、育て、収
穫し利用するサイクル（循環）を進めていくこと
が２１世紀の循環型社会づくりにとても重要です。

Ⅰ 第５７回全国茶品評会 （平成１５年８月２６日～２９日 静岡県開催）

１等１席 五ヶ瀬町桑野内 宮﨑 亮（あきら） 氏
産 地 賞 五ヶ瀬町
全国から６３点の出品があり、最も品質の優れた１等１席に宮﨑亮氏が選ば
れるとともに産地賞も五ヶ瀬町が受賞しました。
表彰式及び展示会は、本年１１月１５日(土)静岡市民文化会館で開催予定。

Ⅱ 第３５回九州茶品評会 （平成１５年９月２日～４日 宮崎県開催）

１等１席 五ヶ瀬町桑野内 興梠 洋一 氏
産 地 賞 五ヶ瀬町
福岡県及び沖縄県を除く九州各県から９９点の出品があり、最も品質の優れた
１等１席に興梠洋一氏が選ばれるとともに産地賞も五ヶ瀬町が受賞しました。
表彰式及び展示会は、本年１１月２１日(金)宮崎市民文化ホールで開催予定。

出品茶の審査風景（九州茶品評会）




